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第 7回美ヶ原トレイルラン inながわ 大会概要報告書 

 

１，開催日   平成 29年 7月 1日（土） 

 

２，参加者概要 

 

 

 

 

３，大会結果 

 

 

 

 

 

４，スタッフ 長和町 138名（公募ボランティア 18，役場スタッフ 60，協賛施設２６， 

交通安全協会１４，JA１５，丸子中央 HP５ 

        大会運営会社（フィールズ社）約 80名 

 

５，環境保護対策 

       H２７年４月に環境省から示された「国立公園内におけるトレイルランニング

大会等の取り扱いについて」に準じて、下記環境資源保護対策を行い

ました。 

 

       ○コース内には保護すべき貴重な環境資源がある旨の、パンフレット配布と

ホームページへの掲載 

 

       ○開催地域以外から植物の種子等を持ち込ませないため、事前にシューズ

クラス エントリー 出走者 完走者 完走率 

８０㎞ 800 723 665 92.0％ 

４５㎞ 472 398 387 97.2％ 

１４㎞ 332 268 265 99.0％ 

８㎞ウォーク ― ― ― ―％ 

合 計 1,604 1,389 1,317 94.8％ 

クラス 制限時間 男子総合優勝 女子総合優勝 

８０㎞ 16時間 6時間 44分 50秒 8時間 43分 14秒 

４５㎞ 10時間 3時間 49分 59秒 4時間 58分 04秒 

１４㎞ 4時間 0時間 34分 31秒 0時間 42分 13秒 



の靴底を洗うよう SNSでの告知、及びスタートゲートに泥落とし用のマッ

トを敷設。 

       ○美ヶ原牧場内のアースハンモック保護のため、コース規制の実施。 

 

６，モニタリング 

       [事前モニタリング] 

               

 

 

 

 

 

 

  

[事後モニタリング] 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

７，総括    今大会も第 7回を迎え、本コースが雄大で素晴らしい景観として知られる

八ヶ岳中信高原国定公園を中心としたコース設定であること、また、標高

差が他大会と比較し大きいため、参加選手の評判も大変よく年々参加者も

増えている。 

         そのような中、第 7回大会が開催されたが、今大会は大きな変更点があ

った。大会前日の天気予報で、当日天気が非常に荒れる予報が出され、

大会実行委員会は、参加選手の安全確保、そして国定公園内ゼブラ山付

近の塊状土地形と美ヶ原牧場内のアースハンモック等自然環境保護等の

ため急遽コースの変更を決定した。 

         このことにより、大会運営上多少の混乱はあったが、参加選手全体の自

然を利用してレースが行われている意義について、改めて意識の高揚につ

ながった大会となったのではないかと感じている。 

日 程 モニタリングルート 参加者 

6月 26日 ・八島湿原～ゼブラ山～トレラ

ンコースを大門街道頂上へ～

国定公園境まで 

県諏訪地域振興局環

境課担当者 

大会運営委員 

6月 28日 ・扉峠～美ヶ原～物見石山下 

公園境 

・扉峠～和田峠 

県上田地域振興局環

境課担当者 

大会運営委員 

日 程 モニタリングルート 参加者 

7月 10日 八島湿原～ゼブラ山～トレラ

ンコースを大門街道頂上へ～

国定公園境まで 

県諏訪地域振興局環

境課担当者 

大会運営委員 

7月 4日実施を計

画 

コース変更により美ヶ原方面

を使用しなかったため、事後

モニタリングは実施せず。 

県上田地域振興局環

境課担当者 

大会運営委員 


